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観
小
説
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何
ほ
ど
被
命
候
へ
ば
と
て
可
被
勤
続
は
無
之
候
3

先
づ
何
百
石
と
い

ム
知
行
の
帳
有
之
‘
扱
家
屋
舗
と
そ
れ

λ
¥に
上
よ
り
被
下
候
て
事

足
申
候
。
か
殺
に
色
々
被
下
も
の
有
之
供
得
共
、
只
今
共
方
は
何
の

職
分
あ
り
や
と
問
ふ
時
は
、
徒
一
周
を
被
仰
付
候
と
起
申
候
。
知
行

屋

時
分
起
は
・
か
州
制
の
所
心
付
不
申
候
。
文
殺
や
伺
函
陀
て
は
難
参
候
。

一
つ
の
比
怖
を
以
て
可
申
入
候
。
御
自
分
を
相
公
桜
よ
り
、
徒
一践
を

被
仰
付
候
。
此
被
仰
付
候
は
命
令
k
t
・
御
自
分
の
職
分
に
て
候
。

掠
共
徒
頭
と
い
ふ
も
の
、
勝
太
夫
と
い
ふ
人
の
身
ば
か
り
あ
り
て
、

づ
梨
は
如
何
可
申
や
と
被
仰
候
。
一
伺
も
口
を
難
問
御
座
候

m-
只

御
殻
明
の
所
承
庇
供
出
M
中
候
所
、
先
生
被
仰
候
は
、
金
部
陀
健
在
候

を
い
へ
り
。

此
斜
を
以
て
稔
き
な
が
ら
.
天
命
の
命
は
、
早
ら
理
上

に
て
続
く
と
い
ふ
は
如
何
と
‘
統
問
を
出
叩
か
け
候
所
、
御
答
は
如
何

可
有
之
や
承
度
候
。
金
四
即
応
て
誠
人
を
始
め
新
八
・武
兵
術
、

か
核

の
所
見
解
如
何
司
有
之
ゃ
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数
寄
の
阪
に
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問
罷
師
承
可
申
候
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先
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亦
賦
お
・
狛
a
命
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一
耳
ぺ
此
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の
天
命
の
宇
は
、本
ら
道
理
迄

忙
て
巾
候
て
‘
筑
は
不
v
維
恨
事
は
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各
恕
の
問
中
者
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舵
も
作
知
侠
都

民
候
。
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に
此
所
の
章
伺
陀
陰
陽
五
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と
い

ひ
、
来
以
成
ν
形
と
い

ひ
て
皆
祭
を
連
ね
て
設
来
て
、
間
引
亦
賦
相
一向狛
命
令
也
と
云
陀
て
道
理
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心
の
底
よ
り
秘
出
慨
に
存
じ
候
も
の
は
・
必
宇
手
に
取
り
‘

幾
度
と
い

ふ
数
も
な
く
打
か
へ
し
/
¥
乎
馴
、叉
或
時
は
念
皮
棚
に
世
て
器
、
又

手
陀
す
ゑ
な
ど
い
た
し
候
へ
ば
、
只
今
迄
見
出
し
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不
仕
長
も
見
出

古
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陀
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と
被
仰
供
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掠
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の
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と
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上

一
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玩
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す
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議

玩
京
玩
味
・
凡
味
の
字
は
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物
を
も
て
あ
そ
び
も
の
陀
仕
儀
に
候
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、
い
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ど
不
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舶
の
穏
に
て
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牲
を
玩
ぶ
.経
設
を
玩
ぶ
な
ど
L
巾

事
、

不
相
臨
成
様
民
間
え
候
。
程
子
・
朱
子
の
経
仰
の
設
を
被
成
候

は
、
一
宇
も
胡
飢
成
背
中
無
之
候
O
Mm
k
玩
の
字
は
、
抽出
所
と
い
ふ
都

も
な
く
朗
被
巾
候
。
深
志
の
あ
る
都
民
候
。
今
秘
山
蹴
陀
存
じ
候
骨
廿
秘

茶
入
た
ど
に
て
も
、
床
に
世
き
捌
陀
飾
な
ど
い
た
し
決
る
迄

陀
て

は
・
崇
敬
仕
迄
に
て
愛
玩
い
た
す
と
巾
も
の
に
て
は
無
之
候
。
押
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質
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は
巾
民
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及
革
、
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叫
加
の
な
き
都
民
候
。
此
紋
仰
付
候
と
巾
は

命
令
に
供
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天
命
を
得
て
人
と
成
‘
物
と
成
.
そ
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ん
¥
花
山
山
口
先
づ

陰
防
五
行
の
然

E
r円
山
て
形
主
成
侠
は
‘
彼
知
行
・屋
敷
に
て
候
。

一
の

天
理
を
賦
興
被
成
候
は
、
彼
職
分
に
て
天
命
に
候
。
民
主
専
ら
道
理
迄

を
以
て
い
う
て
、
陰
陽
五
行
の
賭
道
共
は
巾
陀
不
及
事
、
頓
地
の
な
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ν

先
制
申
v
節
て
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得
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